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 暑さが和らぎやっと過ごしやすく秋らしい気温となってきました。 

今回は、10月初旬に大台ヶ原にて実施されましたイベントの様子と大杉谷で見られる有毒生物についてお話

しさせていただきます。 

 

 大台ヶ原・大杉谷の森林再生応援団 

 大台ヶ原の正木峠周辺において、32名のボランティ

アの皆さんに参加していただき10月３日に「大台ヶ

原・大杉谷の森林再生応援団」を実施しました。 

 昨年は奈良県下北山村上池原の国道169号において

土砂崩れによる通行止めが発生し、イベントを中止し

たため２年ぶりの開催となりました。（被災区間は現

在、仮桟橋の片側交互通行で運用されており一般車通

行可能です。） 

 当日は霧の中、ボランティアの皆さんに作業してい

ただきました。詳しい内容については、三重森林管理

署ホームページ内に実施報告をアップしていますの

で、ご覧ください。 

こちらでは大台ヶ原の風景写真を紹介します。 

 大台ヶ原は、日出ヶ岳や大蛇嵓など主要な展望地が

ある東大台と、原生的な森林が広がる西大台の２つに

大別されます。このうち、西大台に入るには事前手続

きが必要です。これは、西大台の豊かな自然をいつま

でも守り続けていくための、法律に基づく制度です。 

また野生動物が多く生息しており、クマの目撃も多い

場所です。 

 散策される際は事前の情報収集や万全の安全対策

で、気を付けて楽しみましょう。 

【写真１、写真２ 当日の正木峠周辺の様子】 

【写真３ 晴天時の正木峠の景色】 

【写真４、写真５ 晴天時の大蛇嵓の景色】 

【写真６ 昨年９月下旬のゴヨウツツジの紅葉】 



 
森の生き物紹介  

トリカブト属のカワチブシを見つけました。全体に

毒があります。主な毒成分はアコニチン系アルカロイ

ド（アコニチン・メサコニチン・ヒパコニチンなど）

で、特に根の部分が強いです。誤って食べると、口唇

や舌のしびれに始ま

り、次第に手足のし

び れ、嘔 吐（お う

と）、下痢などを起

こし、けいれんや呼

吸不全に至って死ぬ

場合があるので注意

が必要です。（厚生

労働省HP参照。） 

トリカブトはキンポウゲ目キンポウゲ科トリカブト

属の総称で、日本には約30種程度存在すると考えられ

ていますが、正確な分類は非常に難しいです。大台ヶ

原でみられるものはオオダイブシとも呼ばれていま

す。 

 他によく見られる有毒な生物といえば、スズメバチ

やアシナガバチが挙げられます。 

 山へ入った際に林道で車を止めると、どこからとも

なく黄色と黒色の縞模様の虫たちが群がってきます。

これらすべてがハチというわけではなく、アブがほと

んどです。 

 大きな羽音を立てて近寄ってくるので、刺されるの

ではないかとビクビクしてしま

うかもしれませんが、アブはハ

エの仲間であり毒針で刺すこと

はありません。毒針はないもの

の、一部噛むアブがいるのでご

注意を。 

【写真７ カワチブシ】 

 
黄色と黒色の縞模様  

 アブがハチのような見た目をしているのは、捕食者

を避けるためといわれています。アブとハチの関係の

ように、無害な種が危険な種の特徴を持つことをベイ

ツ型擬態と言います。また、危険な動物同士が共通の

防御装置として同じような外見を持つことをミュー

ラー型擬態と言います。ミツバチ、スズメバチ、アシ

ナガバチが黄色と黒色の縞模様を持つのはミューラー

型擬態の１つと言えます。 

さらにこの縞模様について掘り下げてみます。黄色

のように目立って視認者に対して飛び出しているよう

に見える色を「進出色」と言い、逆に黒色のように目

立たず奥にあるように見える色を「後退色」と言いま

す。進出色と後退色の組み合わせは、進出色を際立た

せる効果を持ち、人工物・自然界を問わず、「警戒標

識」として利用されています。 踏切の遮断機の黄色

と黒の模様、道路標識の黄色地に黒のマークがそうで

す。これらのハチはその体色によって、毒のある危険

な昆虫であることを他の昆虫や捕食者に警告している

のです。 

 ベイツ型のモデルになるような危険種というのは、

前述のような自分の危険性を相手に警告する「警告

色」を持っているのが通例ですが、

その生物の毒性、危険性を知らない

生物にとって鮮やかな色彩は非常に

目立ち、格好の獲物となってしまい

ます。そのため、最低でも種に１匹

は捕食され、その種の危険性を捕食

者側に知らしめる必要があります。

そのリスクを最大限まで少なく

するために、危険種同士が似た

姿になることがミューラー型擬態で

す。同じような姿の危険種が増えれ

ば増えるほど、１匹の犠牲で助かる

危険種は多くなるのです。  

 このようにすばらしい自然と景観

に囲まれた大杉谷ですが、同時に危

険な動植物も生息していますの

で、不用意に知らない動植物に

は触らないようにしましょう。 

 最後までお読みいただきありがとうございました。

生物の擬態が私自身の興味のある分野で文章が長く

なってしまいましたが、生物の擬態は他にもたくさん

種類がありますので、もし今回の話をきっかけに興味

を持っていただけたら、さらに詳しく調べてみては？

とても面白いと思いますよ。 

【写真９ アカウシアブ】【写真10 オオスズメバチ】 

【写真11 ニホンミツバチ】 

【写真12 踏切ありの標識】 

【写真８ キアシナガバチ】→ 
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